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宮
み や

城
ぎ

の子どもたちへ　

東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

において、

多くの方
かた

々
がた

のかけがえのない命
いのち

がうばわれました。

わたしたちは、この大震災をけいけんし、

二
に

度
ど

とこのようなことが起
お

きないために、

震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

を

語りついでいかなければなりません。

わたしたちは、宮城のゆたかな自
し

然
ぜん

から

多くのめぐみを受
う

けて、生活をしています。

しかし、時として自然は、

命をおびやかす災
さい

害
がい

をもたらすことがあります。

わたしたちは、自然のすばらしさを感
かん

じながら、

災害への備
そな

えをしなければなりません。

そうすることが、自分の命を守
まも

り、

周
まわ

りの人の命も守ることになるのです。

みんなの命を守り、

未
み

来
らい

の子どもたちの命を守るために

宮
みや

城
ぎ

県
けん

では、みやぎ防
ぼう

災
さい

教
きょう

育
いく

副
ふく

読
どく

本
ほん

 「未来へのきずな」を作
さく

成
せい

しました。

みなさんは、しょうらい、どんな災害があっても、

みんなで助
たす

け合
あ

い、生きぬいていかなければなりません。

そのために、

この副読本を使
つか

い、防災について考え、行
こう

動
どう

し、

家
か

族
ぞく

や友
とも

達
だち

、地いきのきずなを大切にしていきましょう。

2014（平
へい

成
せい

26）年 3 月 11 日

宮
みや

城
ぎ

県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい


